
第 92 回 日本細菌学会関東支部総会 会務総会議事要旨 
 
 

日時：平成 21 年 11 月 5 日（金）12：45～13：05 
会場：東京医科歯科大学 5 号館 講堂 
議長：岡村 登（第 92 回日本細菌学会関東支部総会長） 
 
報告事項 
1．活動報告 
   平成 21 年会期の日本細菌学会関東支部活動について、資料（資料 1）に基づき山本友子支部長よ

り報告があった。 
 
2．会計報告 
  平成 20 年会期 決算報告 

平成 20 年会期決算報告について、山本友子支部会長より資料に基づき説明があった。満場一致で

承認された。 
 
  平成 21 年会期途中報告 

平成 21 年会期会計途中報告について、山本友子支部会長より資料に基づき説明があった。満場一

致で承認された。 
 
3．平成 22 年会期予算案 
   平成 22 年会期予算案について、山本友子支部会長より資料に基づき説明があった。満場一致で承

認された。 
 
4．第 93 回日本細菌学会関東支部総会準備状況 

 総会長の自治医科大学 平井 義一教授から、第93回日本細菌学会関東支部総会開催にあたって、

化学療法学会・感染症学会合同東日本総会が平成 22 年 10 月 21・22 日に東京・京王プラザで行わ

れるため、規模等の条件で折り合いがつけば合同で開催したいとの報告があった。平成 22 年 1 月末

までに結論を出すこととなった。 
 

5．第 94 回日本細菌学会関東支部総会長の推薦ならびに承認 
 第 94 回日本細菌学会関東支部総会長として、北里大学 阿部章夫教授が推薦され、満場一致で承

認された。 
  



（資料 1） 

 活動報告 （平成 21 年会期） 

 
(1) 評議員（平成 21 年~23 年会期） 
   抄録集 74 ページ参照 
 
(2) 活動方針と活動状況 

 
1. 活気あふれる支部総会の開催 

学術集会委員会（委員長：水之江義充）：支部総会長に協力して、企画設定や運営、ベストプレゼ

ンテーション賞の審査等、総会が円滑に進行できるよう支援する。感染症学会・化学療法学会合同

東日本総会との合同開催を検討する。 
 
2. 顔の見える情報交換 
 関東支部会 Web の再構築：編集委員会（委員長：田口晴彦）が従来の関東支部ニュースの機能を

備えた、顔の見える情報交換の場となるよう、Web の再構築に取り組む。 
「関東支部会メイリングリスト」の作成と運用：密度の高い情報発信に活用する。運用にあたって

は活性化委員会（委員長：石原和幸）が担当。 
 
3. 若手会員の支援 
インターラボセミナー開催支援：学会の未来を担う若手会員の育成活動の一環として、若手研究

者の主催する研究会への経済的支援を行う。Web site で募集し、活性化委員会において審査する。 
本年は、「東大（関水研）・北里大（阿部研）・千葉大（山本研）インターラボセミナー(代表：松

本靖彦東京大学薬学研究科)」を支援することになった。 
 

 
(3) 評議員選挙 WEB 投票システムの検討 
    
 

「関東支部会メイリングリスト」登録のお願い 
関東支部からのお知らせが届いていない会員は、活性化委員会石原委員長（ishihara@tdc.ac.jp）まで、

メイルアドレスをお知らせください。円滑な情報交換と評議員選挙 WEB 投票システム実現のためにご

協力をよろしくお願いいたします。 


